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First,factorsdetermlnlngtheproductivityofriceinThailandareanalyzed
estimatingtheaggregateproduction functionofrice. Thailand isselected asa

representativeofthecountrieswhichtraditionallyexportedricemostofwhichwas

producedinbigdeltas.Second,theeconomicandpolicyImplicationsoftheresults

oftheaboveproductionfunctionanalystsarediscussed. Inpursuingthesecond

objective,aspecialattentionispaidtothegreenrevolutioninricewhichhastaken

placeinsomeofthetraditionallyriceimportingAsiancountries.

From theproductionfunctionanalysts,itisfoundthattheirrigationprojects

have been the mostimportantfactorcontributing to the fastgrowth ofthe

productivityandofthetotalpaddyproductionforthesixties,thatthisfastgrowth

isfacilitatedbythegrowlnginputsofthetractorsandfertilizers,andthatthe
threenaturalenvironmentalvariablesexplaintosomeextentthechangesinthe

totalpaddyproduction.

Sincetheirrigationprojectsarenotappropriatepolicytocopewiththeshort-run

shortageorsurplusproblemsofrice,itissuggestedthatthericepremium policy

maybeaproperpolicyfortheseshort-runproblem referrlngtOtheanotherstudy

bytheauthorandconsideringthepresentconditionoftheadministrativeorganof
Thailand.

BecausethefastgrowthofpaddyproductionandproductivityforThailand

tookplacewithoutusingthehigh-yieldingricevarieties,itisalsosuggestedthat

thefastgrowthmaybecalledthegreenrevolutionof"Thaipattern"inriceand

thatthesamechangeprobablycantakeplaceinBurmaorVietnam Whohasbeen

traditionallyriceexportingcountriesandwhereconsiderableamountsofriceare

producedintheirbigdeltas.
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束南アジア研究 10巻 4号

Ⅰ 問 題 と 課 題

最近の東南アジアの農業発展は,第 1に伝統的粗放農業か ら集約的農業-の変化傾向,第 2

に作物の diversification とによって特徴づけ られる｡ 第 1の点については,19世紀中期ごろ

か ら20世紀中期ごろまでほ,例えばタイやビルマの米生産の発展過程では,作付可能な土地が

非常に豊富に存在 し,内外の需要の増大と政府の促進的政策とが小農の経済的イソセソテ ィブ

に対する強い反応と結びついて,伝統的農業とい う言葉で表わされる労働と土地と水牛と簡単

な伝統的農具のみを使 った伝統的技術を,空間的に拡大応用することで米の供給を増加させて

きた｡ しか し, タイにおいては, 1950年頃までにかつて豊富にあった作付け可能な土地は少

なくな り,上述のような土地単位面積当 りの米の生産性の上昇を伴わない米生産の増大の方法

では,国内国外の増大する需要を十分に満たせない恐れが出てきた｡1) ここで,土地のみなら

ず労働や資本の効率的利用,すなわち生産性の増大が,米生産において必然的に必要になる｡

この米生産における生産性上昇の必要性は,また他の東南アジア諸国,例えばインドネシアや

フィリピンの経済計画の中の農業開発の重点ともなっている｡

東南アジアにおける米生産の生産性上昇の必要性は,60年代中期以降急速に進展 した米にお

ける緑の革命 (greenrevolution)の基礎条件とな り,また逆に緑の革命がその傾向を促進 し

た｡周知のごとく,緑の革命はメキシコでの, ロックフェラー財団とメキシコ政府の協力によ

る CIMMYT (国際とうもろこし･小麦改良センター)によって開発された,小麦の高収量品

種 (high -yieldingvarieties, 以後 HYV と略称) の全世界的な普及により, 戦後間もな く

はじまった｡その成功を基に, 1962年-フィリピンに InternationalRiceResearch Institute

(IRRI)が, ロックフェラー ･フォ- ド両財団とフィリピン政府の協力で設立された｡ そして

IRRIが開発した米の HYV (IR 品種)とそれを基にしてまたは独立に各国で作られた HYV

が東南アジア各国やインド亜大陸等に急速に普及されるとともに,米における縁の革命が60年

代後半に急速に進展 した｡2) 緑の革命の定義はまだ確定されていないようだが,筆者は以下の

ように定義する｡すなわち,"伝統的 ･低生産性農業技術からの,IiYV や肥料,農薬,農業機

1)タイの米生産および,生産性の発展過程については JamesC.Ingram,EconomicChangeinThailand

1850-1970,StanfordUniversityPress,1970,pp.36-74.または辻井 博 ｢低開発国の農業生産性を
規定する諸要因と農業開発- タイの米の生産関数を中心として- ｣ 『農林業luj題研究』 7巻 3号,
pp.27⊥32を参照｡ビルマに関する同様の問題は,例えば JonathanV.Levin,TheExportEconomies,
TheirPdiiernofDevelopmentinHistoricalPerspective,HarvardUniversityPress,1960,pp.205-

217参照｡

2)緑の革命に関しては多くの文献があるが,概要を把握するためには次のものが適当であろう｡ Lester
R.Brown,SeedsofChange,TheGreenRevolutionandDevelopmentinike1970'S,New York:

PraegerPublishers,1970;DanaG.Dalrymple,ImportsandPlantingsofHigh-YieldingVarieties
ofWheatandRiceinikeLessDevelopedNations,Washington,D.C.:ForeignEconomicDevel･

opmentService,U.S.D.A.,Feb.,1972.

504



辻井 :伝統的米輸出国の農業生産性を規定する諸要因と緑の革命

梶,酒瓶設備などの近代的投入物の利用による集約的 ･高生産性農業への急速な変化と,それ

による総生産畳の急速な増大"である｡

米における縁の革命の東南アジア各国における進展は国によりその内容に大きな違いがある｡

インドネシアやフィリピンでは米の HYVの作付けを中心として,その他近代的投入物を用い

て生産性と総生産最の上昇を計ることに重点を置いているのに対 して,大デルタを米生産の中

心とし,伝統的米輸出国であるタイ,ビルマなどでは HYVはまだほとんど使われていない｡

タイでは,主要な米生産地帯であるメナム ･チャオプラヤ ･デルタが,雨季には水の総供給は

過剰気味で広い部分にわたって採水になるため,短幹を特徴とし,多量の肥料と農薬の使用と

水の適切な調節という条件が少なくとも満たされない限 り高収量を得られない HYVは,限ら

れた地域を除いてほとんど生育不可能と言われている｡3) しかし,後述するように60年代には

タイでも土地単位当 りのもみの生産性と総生産量は急速に増加しているのである｡ タイのよう

にデルタに米作の中心を持っている東南アジアの伝統的米輸出国の米生産は戦後どのように発

展してきたのか,また将来 どのような方向-進むべきであろうか｡

米はアジアにおいて最も重要な作物である｡それは世界人口の約%,アジアの人口の6-7

割の主食であり,1970年には世界の総生産量の約91%がアジアで生産されている04)さらに,東

南アジア各国の農業の中の米の重要性は非常に大きく,タイでは 1960年には農業からの GDP

の44.9%が米の生産によっている｡5)その他の東南アジア各国も,農林水産業からの GDPに

占める米の比率は,10%以下のマレーシアを除けば,1960年代初期において,25%から50%の

間にあると推定 されている06) 農産物のみをとればこの比率はさらに高 くなる｡ 以上のことか

ら,米の生産性を分析することによって,東南アジア各国の農業の生産性を規定する主要な要

因が明らかになると考えられる｡

上述したように,東南アジアにおける伝統的米輸出国は,大デルタをその米生産の中心とし

て発達してきた｡そしてデルタでは,一般に短幹の米の HYVは生育Lがたい｡本稿ではタイ

を取 り上げるが,それはこのような共通の特徴をもち,共に低開発国グループに属する東南ア

ジアの伝統的米輸出国の代表としてである｡いいかえれば,タイの米生産の研究結果は,ビル

マやベ トナムでの米生産の発展を研究 し, その政策を 考えるために役に立つということであ

る｡

3)HayaoFukui,''EnvironmentalDeterminantsAffectingthePotentialDisseminationofHigh-Yielding

VarietiesofRice-A CaseStudyoftheChaoPhrayaRiverBasin-,=TonanAjiaKenkyu(The
SouiheasiAsianStudies),Vol.9,No.3,Dec"1971,pp.348-374.

4)これらの数値は FAO の ProductionYearbookと国連の DemographicYearbookから計算｡
5)NationalAccountsDivision,NationalEconomicDevelopmentBoard(NEDB),NationalAccounts

ofThailand,Bangkok:NEDB,1970,pp.34-35.

6)氏.FonolleraandE.E.Venegas,"TheEconomicImportanceofRiceinSoutheastAsia,"IRRト
AE-64StaffMemo,Decリ15,1964.
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上記の問題意識の下で,本稿では以下の課題を設定する｡

1)タイ国の米の生産性の発展を規定した諸要因を,1950年から68年までの年次別タイム ･

シリ-ズ ･データを利用して,重回帰分析の方法により米の生産関数を推定して分析する0

2) 1)の分析に基づき,伝統的低開発米輸出国の典型であるタイ国の米生産の発展と,緑

の革命との関係を考察す る ｡

3)以上の分析結果に基づき,戦後激しい変動を示した国際米貿易価格水準に対 し,同じく

大きな変動を示した米の輸出を重要な外貨 ソースとし,また60年代には米の総生産が急速に増

大 したタイ国の,米に関する農業政策に若干の提言を行な う｡

T タイ国における米生産の概要

1)タイ国の米生産の特徴

タイ国の米生産については,すでに色々の文献が存在するので,ここでは簡単に,本稿の課

題との関係で重要であると考えられる特徴を述べるにとどめる｡7)

タイは人口約3700万人を有 し,インドシナ半島の中央部と西南部を占め,1969年では世界第

6位の米生産国である (1341万 トン,もみ)｡ しかしその輸出量はアジアでは 1位,世界でも

アメリカに次いで2位であ り,その国内生産量に対する割合は1965年には約27%,輸出量の落

ちた1969年でも約 12% (102万 トン,白米)となっている｡ タイの米生産および輸出は,日本

の19世紀中期の開国条約とほぼ同質,同時期のボ-リング条約を契機として,1930年代にかけ

て内外の米需要の増大,国家の米生産促進的な税制と公共投資,蒸気船の使用とスエズ運河の

開通による輸送の効率化などに助けられ,生産および輸出は急速に増大した｡8)

タイ国は中央,北,東北,南と4地域に大きくわけられ,全地域で米を生産しているが,中

央部が輸出用の米の大きな部分を生産していると言われている｡ 中央部の生産のタイの全米生

産に占める割合は1950-68年の平均で約53%であり,米生産における中央部の重要性は明らか

である｡ タイ米は日本米のような JaPonica種ではなく長粒の Zndica種が主であある｡ 東北

および北部では主食用にもち米が広 く生産されている｡

大規模礎概投資,米作 (主として耕起)の機械化,肥料,農薬などの新生産要素の投入の漸

増などは,主としてメナム ･チャオプラヤ ･デルタを有する中央部で進展してきている｡ 中央

部の大規模濯概計画は, 19世紀末から国の援助の下に進んできた｡ 洪水調節と港概のための

theGreaterChaoPhrayaProjectは1957年以来次第に完成に近づいている｡1960年代には農

7)代表的な文献は,例えば,MinistryofAgriculture,RoyalThaiGovernment,AgricultureinThailand,
Bangkok,Sept.,1961,pp.2-21,120-173,and227-231;長谷川幸彦著 『タイの米穀事情』,アジア経
済研究シリーズ32,東京 :アジア経済研究所,1962;J.R.Behrman,SupplyResponseinUnder-

develo♪edAgriculture,A CaseStudyofFourMajorAnnualCropsinThailand,1937-1963,
Amsterdam:North-HollandPublishingCompany,1968,pp.92-115.

8)Ingram,EconomicChangeinThailand1850-1970,pp.36-92.
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用 トラクター (wheeledtype)が急速に普及 し,筆者の推定では1960年の3,560台から69年に

27,500台近 くに達している｡9) 現在ではその農作業用総使用時間の約50%が主として賃耕とい

う形で米生産に使われている｡10) これによって,水牛では雨がこなければ耕作できず作付不能

の水田が発生する問題を解決し,作付面積の増大に貢献している｡ 新生産要素の投入の増大は,

その国内生産がないか, あっても僅少であるから, その最近の輸入量の急増により推測でき

る｡ 新品種に関 しては,特に1969年か ら RD(RiceDepartment)品種が導入された｡それは

indicaの semidwarf品種であ り,RDlと RD3は うるち米,RD2(TaichungNativel

xCamPai15/2)はもち米である｡1970/71作物年には16万-クタ-ルほどに,RDl,RD3

等が作付けされたという報告がある｡11)しかし HYV の普及は,タイ国においてほI節で述べ

たような理由もあり,やっと緒についた程度である｡

タイの中央部では,雨だけでは米作に必要な水が十分でなく,人工的な水の供給が必要であ

る｡ そのため確慨設備が音から建設されてきたが,同地域の平坦さと,排水設備の不完全さな

どのため,主として洪水調節のための水の分散をその機能としている｡したがって,水田の水

位の適切な調節は不可能で,採水地帯が多 く浮き稲や,それに近い性質を持った,節間伸長が

水位により変化しうる長幹の品種 しか植えられない場所が多い｡1惣) 作付けには直播と移植の両

方が行なわれている｡

タイ米は平均規模 4-クタールほどの小農によって多 くの部分が生産されている｡ 小作制度

はフィリピンやかつてのビルマなどの東南アジア諸国ほどの規模と密度では存在 しないが,近

年中央部での進展が激 しいとの報告もある｡

次にタイ国における米の消費と輸出について2-3の点を指摘 しておこう｡ 米はタイ人の主

食であり, 1人当 り平均年間約 170kgという多量の白米を消費している｡13)

米輸出による外貨収入は 1970年に 1.3億 ドルほどで,同年末の約8億 ドルの外貨準備と比べ

るとき,その重要性は明らかである｡ それは,1969年には全農産物輸出の33%,全輸出額の20%

を占める ｡ また政府は,ricepremium と呼ばれる米輸出税を徴収し1957年には全政府収入の

18%にものぼる税収を上げた｡しかし最近はその重要性も減少 し,1971年 4月には若干の例外

9)タイ国の統計や,RoyalThaiGovernment,IndustrialFinanceCorporationofThailand,andUSOM

toThailand,ThailandFarm MechanizationandFarm MachineryMarket,Bangkok:A Coordina･

tedIndustryStudyProject,1969の資料を使い, トラクタ-の輸入台数,耐用年限,使用状況を考慮
して推定｡

10)RoyalThaiGovernment,IndustrialFinanceCorporation,& USOM toThailand,ThailandFarm
Mechanization,pp.80-114.

1D Dalrymple,High-YieldingVarietiesofWheatandRice,p.4,fn.12.

12)この中央部の水供給の特徴は,京都大学東南アジア研究セソターの海田,高谷氏などその間題に関する
専門家の見解等に基づくものである｡

13)NationalStatisticalOffice(NSO),RoyalThaiGovernment,AdvanceReport,HouseholdExpenditure
Survey,B.E.2506,WholeKingdom,Bangkok:NSO,Undated,p.29and57.
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を残 し廃止 された｡14)またタイ国での米生産は,1969年にGDPの9.9%を占めると推定されて

いる｡15)

2)戦後におけるタイ国の米生産の発展の-特徴

Ⅱの1)で記述された諸特徴を持 っているタイの米生産が,戦後 どのようなパタ-ソで発展

してきたかを,若干の統計を使って示 してみよう｡ 期間は戦争直後の混乱期を除き,1950年か

ら1970年までを取る｡

Fig.1は1950/51作物年か ら1970/71作物年までのタイ国におけるもみの総生産量0,米の総

作付両横A,および1-クタール当 りのもみの収量,0/Aの年次別推移を示している｡

四
.＼
!‖リIIa

():1,()川)I(川S

.～:1,川)Ol】a

1".-'H,11 195㌔6 1969(61 196尭6 1979(71

Crop
Year

Fig.1 PaddyProduction,AreaPlantedtoRice,andAverageYieldinThailand

Source:RiceDepartment,MinistryofAgriculture;Departmentof

AgriculturalExtensionasfrom 1969/1970.

Note:Theasterisk,*,indicatespreliminaryestimatesbythegovernment.

0やAに対するデータは,後述するようにその信頼性に問題があるが,長期にわたる傾向を

検討するためには十分使用に耐えると考えらjlる｡ 0/Aは, タイ国全体に対する米の平均土

地生産性の指標と考えられる｡ 同図は,明らかに次のような注 目に値する特徴を示 している｡

すなわち,50年代においては,もみの総生産量 と米の作付面積とは共にほぼ同水準に停滞する

14)タイ国の貿易や ricepremium などに関するデータは,BankofThailand,=MonthlyBulletinHの色
色な月号から得たものである｡

15)NationalAccountsDivision,NEDB,NationalAccountsofThailand,pp.34-35,
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傾向を持ち,ゆえに平均土地生産性も同じ傾向を持ったのに対し,60年代にそれらの変数はそ

の停滞から脱し上昇傾向に転 じた｡この変化は,特にもみの総生産量の70年代における急速な

上昇によって原著に示されている｡ この急速な上昇には,作付両横と平均土地生産性との両方

が貢献しているが,後者のほうが前者よりも70年代における上昇傾向が一段と大きいことから,

平均土地生産性の上昇の貢献が特に強かったと考えられる｡

上記のように,戦後のタイ国における米生産の発展は,停滞的であった50年代から60年代に

入ると,主として平均土地生産性の上昇により総生産量が急速な上昇傾向を示すという大きな

変化を示している｡ ではなぜ60年代になって平均土地生産性の上昇が起こったのであろうか｡

若干の統計資料によればこの理由は,第 1に近代的生産要素の投入の急増であることが明らか

になる｡ この事実は本稿末の表 1の統計データに示されている｡ データの内容については後に

詳 しく述べるが,米生産に対する肥料の投入量の増加はそれ自身のデータは存在しないが,肥

料および農薬の国内生産額および輸入金額 Fl,または窒素肥料の推定消費料 F2,の 1960年前

後からの急増により十分に推測され得る｡また米生産に対する資本サービスの投入の増加は,

それ自身のデータは存在 しないが, タイ国の トラクタ-の輸入金額 Kl, トラクタ-と農業機

械の輸入金額 K2,または農業 トラクターの推定台数K3の60年代における急増により,かなり

の確かさで推測され得る｡ 第2に,このような近代的生産要素の投入の増加に加えて,1957年

に完成したチャイナ- ト分水ダムにより,1958年以降の中央部における水のコントロールの進

歩は,1963年以降のプミボン･ダム等の大ダムの水制御の効果と共に,米生産および土地生産

性の上昇に大きな影響を与えたと考えられる｡

ここで さらに注目すべきことは, このタイ国での米の土地生産性の上昇と総生産量の急増

が,いわゆるNYVを伴わないで生起しているということ,いいかえれば,いわゆる米のHYV

は1966年に IRRIにより発表 ･普及された IR8("miraclerice")を最初として, 1967年の

IR5,それ以後のIR20,IR22,IR24,あるいはアジア各国で IR種を基としてまたは独自に

開発された HYVであり,それらが60年代後半にアジアに広 く普及されたのに対し, タイ国で

の米生産における上記の停滞から上昇への変化は,1960年頃から始まっているということであ

る｡

本稿では,この変化において上記のごとくHYVを伴わず,近代的生産要素の増投および水

制御の水準の上昇が,米の総生産および平均土地生産性の上昇に及ぼした影響を,生産関数の

推定を通じて計量的に解明することを第 1の課題としている｡

Ⅲ タイの米の生産関数の推定

1)経済理論モデル

‡節でのタイ国の米生産に関する記述に基づきタイの米生産関数の経済モデルを以下のごと
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く定義する｡

ここで 0は t/i+1年におけるもみ生産量

Aはt/i+1年の作付面積,

Rは i年末の擢概面積,

Hn/Anはりt+1年の非濯概地域における作付画掛 こ対する収穫面積の割合,

Hr/A,ほt/i+1年の港概地域における同比率,

Lは t年の労働投入量,

Fは t年の肥料投入量,

Kは i年の固定資本サービス投入量,

W は t年の水の河川ないし人工による供給 ･制御に関する指標,

Cは気候要因である｡

(1)式のように生産関数を定義することは,戦後タイ国において1本の米の生産関数の存在を

仮定することである｡ 右辺のはじめの2変数は土地投入に係わるものであり,それとエとで伝

統的生産要素を構成している｡ F,K,および W の中の水制御に係わる部分は近代的生産要素

ないし生産に影響を与える要因であ り,標本期間である1950年か ら1968年までで,初期の間は

0にほとんど影響を与えず,後半になって実際に影響を与え始めると考えられる｡ 近代的生産

要素に関するデータは農薬の使用など他にも考えられるが,推定の過程で多重共線の問題など

が生じたので(1)式ではタイ国の戦後の米生産の発展の過程でとくに重要と考えられる肥料の使

用と固定資本サービスの投入を採用した｡

右辺の最初の変数の中の (A-R)は, 非濯概地域での米の作付面積の指標として導入され

た｡右辺の最初の2独立変数を使用 したのは,タイにおける濯慨計画の進展の米生産に及ぼす

影響を明示 したかったからである｡ ただ催概面積がすべて作付可能地域ではないことは広 く知

られているが,両変数は少なくとも計画の進展の重要な指標になると考えられる｡ 漕敵地の土

地限界生産力のほ うが非濯概地のそれより大きいと考えられ,ゆえに後者の変数の係数のほう

が前者のそれより大きいと仮定できる｡ また二つの係数を比較すれば,確概による土地生産力

の上昇の程度を知ることができる｡ 両変数に Hn/Anおよび Hr/A,が乗 じられているのは,

タイ国では作付面積と収穫面積との差が,早魅,洪水,病虫害などにより大きいので,それを

調整するためである｡肝 とCは, 低開発国の農業がその低技術水準のために, 自然条件とく

に水供給条件に大きく影響される事実を計量するため導入された｡(1)式の初めの五つの独立変

数の偏微係数は,限界生産性であるから,正であるべきである｡肝の係数の符号についてはデ

ータの検討の所で詳述する｡Cには後述するように,中央部における雨量の指数を取るが,メ

イ国の米生産の中心をなしている中央部は Ⅰ節で述べたようにそこ-の水の総供給量が過剰で
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あ り,ゆえにCの係数は負の符号を取ると考えられる｡

2)統計的モデル

本論文では linearと loglinearの関数型を仮定する｡ 統計的モデルとしては Classical

linearregressionmodelを用いる｡ すなわち,

0-bol(A-R)･--莞 ｣bllR･葦 サ LM BlF〕机 K]b5〔WM6lC〕b7lC〕b8lV]･･････(3)

と関数型をきめ, uおよび logvに下記の仮定を与える｡u,logvを (Txl)の vectorと

し,Xで (Tx8)の独立変数のマ トt)ックスを表わすとすると,

E(u)-0

E(u21)-02,i-1,---,T,･---.･･-･･---(5)

E(utuc′)-0,t,i′-I,･･･.･･,T,iキil,･･-･･--･･(6)

E(X'u)-0

(X′X)~1が存在する｡

(4)式は撹乱項が 0を meanとする分布を持つこと,(5)と(6)式はそれぞれ homoskedasticity

とnon-autocorrelatednessの仮定,(7)式はXがuと独立であることの仮定である｡ここではX

は標本問で固定されたものと仮定する｡ (8)は独立変数の各時系列が完全な multicolinearity

の状態でないことの条件である｡logvについてもuと全 く同じ仮定を与える. すると(2),(3)

式の係数の最小二乗法推定値は BLUEの条件を満たす｡ 本論文では,この係数推定法を用い

る｡16)

3)データの検討

生産関数推定のための データは, 大部分タイ国政府発表のものを 使用した｡ 若干の国連の

FAO のデ-タや, タイ国内の政府以外の機関の公表するデータを,政府のデータがないか,

あっても信頼性が低い場合または統計的結果が好ましくない場合に使用した｡ここではそれ ら

デ-タの信頼性を検討すると共に,データの修正が必要で可能な場合,その方法を記述する｡

最終的に推計に使われたデ-タは,本稿末の Tableにそのソ-スと共に提示されている｡

もみの生産量の長期シリーズとしては, MinistyofAgricultureの推計と FAOのものが

あるが, FAO のものはタイ政府か らの報告に基づいた2次的なものであるので採用 しない｡

前者はPhuyaiban(村長)を先端として,彼 らの各村における生産量の推計値が行政機構を通 じ

て上級機関-報告され,MinistryofAgricultureで集計されたものである｡ 先端での推計に

大きな問題があるのと,報告や集計の過程でも問題があるので,この0の推計値の絶対水準の

16)Classicallinearregressionmodelおよび BLUEの条件については A.S.Goldberger,Econometric
Theory,NewYork:JohnWiley&Sons,Inc.,1964.pp･161-165･
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信頼性はあまり高 くない｡しかし標本期間には,この統計収集方法はほとんど変わ らなかった

と言われているので, その年々の変化は 信頼性が高いと考えられる｡17) Pendleton によれば

MinistryofAgricultureは輸出市場でのバへ-ゲニソグのため0を過小公表する傾向にある｡18'

実際1966/67年より NationalStatisticalOffice(NSO)が samplingmethodとcropcutting

surveyに基づ く0の推計を始めたが,それは上の推計値を66/67から68/69の3生産年にわた

って14から17%ほど上回っている｡19) NSOの0の推定値のほ うが,その計測方法の客観性から

見て,その絶対値の信頼性が MinistryofAgricultureのそれより高いと考えられる｡ しか

し NSO の新推計は66/67生産年か らしか存在しない｡ 以上の分析を基に最終的な 0のデーメ

には,1950/51生産年か ら1965/66生産年までほ, MinistryofAgricultureのデータを 1966/

67-1968/69の期間における NSO のデータの Ministry のそれに対する平均倍率1.1526でふ

くらませて使用し,1966/67から1968/69までは NSO のデ-タをそのまま使用した｡

濯概面積 Rは RoyalIrrigationDepartment(RID)が発表 したデ-タを そのまま使用し

た｡RにはⅢの1)で述べたような問題があるが,それを修正するための適切な資料が存在 し

ない｡なお,1951,52,53,55,57,および58年に対 しては RID のデータが公表されていな

かった り,筆者の手に入 らないので,直線補間によりタイム ･シリ-ズを完成させた｡ Rの値

は Statelrrigation と Peoples'Irrigation,および Tanklrrigationの各面贋の和である｡

作付面積 A と収穫面積 Hに関する長期タイム ･シリーズ ･データは MinistryofAgricul-

tureのものしか存在しない｡ それ らは上述した, 0に対する方法と同じや り方で収集された

ものであり,信頼性はあまり高 くない｡しかし,先述の NSO の新推計から得 られる作付面積

は,MinistryofAgricultureのそれと上述の3生産年に関してあまり大きな差異を示さず,

その他に後者のデ-タを改良するための情報は存在 しないので,MinistryofAgricultureの

公表したAとHをそのまま使用する｡

米作付両横の被害率は(1)式が示すように,非擢概地域と濯概地域とで別々にHn/AnとH,/Ar

とに分けて取 り扱 うのが望ましいが,データが存在 しないので,H/Aを共通に利用した｡これ

により両地域で被害率が同じとの仮定を置いていることになる｡

米生産への労働投入Lに対しては統計デ-タが存在しないので,近似的データとして Pradit

と Wagnerによる農業-の投入可能人口の推計値を使用した｡20)

17)0に関する Ministry ofAgriculturelのデータの収集方法については Behrman,SupplyResponse,
pp.200-210を参照O

18)R.L Pendleton,etal.,Thailand:AspectsofLandscapeandI,ife,AmericanGeographicalHand-
book,NewYork:Duell,Sloan,andPearce,1962,p.135.

19)この NSOの推計は同機閑によるRiceProductionSurveyに基づいており,詳細は次の文献に述べら
れている:NiyonPurakam,"RiceProductionSurveyinThailand,"aTechnicalPaper,Bangkok:
NSO,OfficeofthePrimeMinister,April,1969;NSO,PilotCropEstimationSurvey,Thailand,
1964,Bangkok:NSO,OfficeofthePrimeMinister,June,1964.

20)この人口推計に関しての詳細は PraditCharsombutiandM.M.Wagner,EstimatesofikeThai
Populaiion,1946-1976,andSomeAgriculturalImplications,Bangkok:KasetsartUniversity,
March,1969を参照｡
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近代的生産要素である肥料と固定資本サービスの投入に関 しては,事前にその信頼性が評価

しがたい種々の時系列データが存在するので,その中で適当と考えられるものを2-3採用し,

生産関数の推定の過程で最終的に選定することとした｡Fには肥料および農薬の百万 ドル単位

で表示 した, 輸入金額と国内生産額を加えたものFlと,FAOによる1,000トンの単位で表わ

した窒素肥料の使用量推定値 Faを採用した｡ 米のみに使われた肥料のデータは 存在 しないの

で, これ らのデータは近似値である｡

Kには,当然米生産に投入された固定資本サ-ビスを当てるべきだが,そのデータは存在 し

ないので,近似値として百万 ドルの単位で表示 した トラクターの輸入金額Kl,トラクタ-と農

業機械のそれ K,A,または トラクター輸入台数 ･耐用年限 ･使用状況を考慮 した筆者の農業用 ト

ラクタ-台数推定値K3を採用 した.21)FとKを貨幣価値で表わす場合,実質化することが必要

だが,適切な長期のデフL,一夕-が入手できない｡そこで ドル表示により近似的に実質化する

ことを試みた｡なぜ ドル表示により実質化されるかとい うと,戦後 ドルの価値は比較的安定 し

てお り,それゆえバー トと ドルの交換比率はタイ国の卸売物価 とかな りの正の相関をもって変

動すると考えられるか らである｡

上記のごとく,L,F,Kの生産要素に対 してほ, 近似的データを採用 したので, 推計結果

にバイアスが生 じると考えられるが,タイ国においてほ上述 したように米生産の総農業生産に

占める重要性が圧倒的に大きく,また トラクターの米生産-の使用も上述のごとく非常に大き

いことなどか ら,このバイアスはあまり大きくないと考えられる｡

肝には,タイ国で最も重要な米生産地帯である中央部での最重要河川チャオプラヤ河による

水供給および制御の指標を取った｡タイ政府の水利事業の進展に伴ってそれは三つに分け られ

る｡ Wlは中央部南部のデルタ地域のほぼ中央にあるアユタヤでの,同河川の年間最高水位で

あ り,海面か らのメー トル数で計 られている｡ この値は1950年か らチャイナ- トに分水 ダムが

できる1957年までの期間採用され,それは中央部においてあまり水制御のできない期間の指標

である｡ この期問においてはアユタヤでの最高水位は,平坦な中央部における水供給のバロメ

ーターである｡ それは1831年か ら計 られてお り,その年か ら1959年までの最高水位とタイ国に

おける米生産の関係から, Wlが 3.50mか ら4.10mの間にあれば豊作が期待できるとされて

いる.包含)1950年か ら1957年までの間では,稿末 Tableに示されているように Wlはほぼこの

範囲にある｡ ゆえにその係数は正の符号を取ると考えられる｡

第2の期間は1958年か ら1962年まで,チ ャオプラヤ河デルタの尖端部チャイナ- トに分水ダ

21)トラクターの台数の推定に関しては注9)を参照.Fl,Kl,K2に関してはDepartmentofCustoms,
AnnualStatementofForeignTradeofThailandの各年号,BankofThailand,"MonthlyBulletin,"

の各月号,および MinistryofAgriculture,AgriculturalSiatisiicsofThailand,の各年号のデ-メ

により計算｡F2ほ FAOの ProductionYearbookの各年号に発表されているデ-タを採用｡
22)MinistryofAgriculture,AgricultureinThailand,p.129.
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ムが出来,デルタでの水制御が少し可能になった年か ら,同河の上流にプミボン･ダムが建設

され,それによる水制御がさらに可能になる年までの期間である｡ 指標には,分水ダムの少し

上流における年間最高流量の,その長期的平均値からの粟離率を取 りW2で示した. これは中

央部-のチャオプラヤ河による水の供給の指標である｡ この係数の符号は正であると考えられ

る｡

第 3の期間は 1963年から1970年までで, チャオプラヤ河上流の巨大な プミボン･ダムによ

る同河の流量の制御の,米生産-の影響をとらえるためこの期間に1の値を取る 0-1ダミー

W3を使用した｡23)その係数の符号は正であると考えられる｡

Cには,米生産に重要な影響を与えると推測される雨量を用いる｡ 中央部に配置されている

7観測地点の年間雨量の単純平均値をmmで表わし,その指標とする｡24)

4)推定結果

推定された係数の符号の検討,t検定,重相関係数および Durbin-Watson統計量の検討な

どにより,理論的 ･統計的に妥当で,かつ多重共線や撹乱項の自己相関などの問題の少ない推

定式を得るため,推定を繰 り返すことにより改善,選定 し,推定結果のうち特に良好な推定式

を 4本以下に提示する｡

0-87･434+1･6152a｡A-R)昔 .溝 33,7aR% '冒三･.去宝TFl(.08) (10.53)

+274.88αⅣ 1+681.37αly3-1.7185αC
(3.19) (3.09) (-2.99)

R2-.9903,R'2-.9855,D-W statistic-2.4166,samplesize-19,(1950-1968)

0-1･9073a(A-R)芽 .1(5145683aR-告-(･1ヲ9,6冒65bF2(9.72)

+30.805eKl+521.64cW3-.93422かC
(1.02) (1.41) (-2.26)

R2-.9850,-R2-.9743,D-W statistic-2.2416,samplesize-14,(1955-1968)

log0--･31959.･93033alog｡A-R'--計 (･2チ42737,8blogR昔(-.25) (10.62)

+.10594alogF2+.021696TlogWl+.054333C-･･------

(5.94) (.62) (.41)
･(ll)

R2-.9762,R2-.9670,D-W statistic-1.9770,samplesize-19,(1950-1968)

23)水供給 ･制御に関する期間区分は,京大東南ア研のタイ国の Hydrologyの専門家海田氏の提言に基づ
いている｡

24) 7地点は NakhonSawan,LopBuri,Bangkok,NakhonPathom,Phetchaburi,AranyaPrathet,and
Chachoengsao.
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log0--･41123+･90699alog(A-R)昔一十描 elogR号(-.31) (9.79)

+.075432blogFa+.035225alogKl+.10380logC---- --

(2.24) (1.14) (.90)
･(12)

R2-,9843,R2-.9745,D-W statistic-2.2605,samplesize-14,(1955-1968)

各推定値の下の括弧内の数字は各係数の i統計量である. 各係数の右上のローマ字は iテス ト

により,その係数が0であるという帰無仮設を帰却するときの有意水準の指標であり,a,b,

C,d,e,fの順に 1,5,10,15,20,30%となっている｡ R2は決定係数,R融はその自由度

修正済み値,D-W statisticは撹乱項の自己相関をテス トする Durbin-Watsonstatisticであ

る｡linearと loglinearの方程式を2本ずつ示した｡

上述の生産関数の推定の選定 ･改善の過程があるため,上に提示された 4式は,(1)式の経済

モデルの全説明変数を含んでほいない｡土地投入については, 4式とも上で定義した2種類の

変数を含んでいる｡ しかし労働投入Lに関しては,すべての試みでその推定された係数が統計

的に有意にならないので,それを説明変数として生産関数に導入できなかった｡こういう結果

になったのは,Lのデータが上述したように,ス トック量の農業-の投入可能人口であるとい

うことに原因の一部があると考えられる｡

肥料の投入については,FlとFBの両方が上の4式の中に含まれている｡ 固定資本サ-ビス

の投入については,Klについてのみ有意な係数が得られた｡水の供給 ･制御の指標 W1,WB,

W3に関しては, Waの係数の推定値がすべての推定結果で有意にならないので,W芝は4本の

式の中には含まれていない｡ 雨量 Cは4式すべてに含まれている｡

この4式の中から,タイ国の米生産関数として, 1式を選定しなければならない｡ 4式とも

Raと東男の値が高く,式の説明力は好ましい水準にある｡ その内(9)式が最大のRaおよび妻2倍

を持っている｡

各式の各係数に対するiテス トによれば,(9)式の係数がすべて高い有意性を示しているのに

対 し,(lC?式はその係数推定値の安定性が低く, コブ･ダグラス型の(ll),(12)式ではさらに安定性

が悪 くなる｡ 本稿では時系列データを使っているので,この推定値の不安定性 (低い t値)は

多重共株問題の発生を示していると考えられる｡ 上述の統計的モデルの(8)の仮定との関連では

それは,(X′X)~1は存在するが,独立変数問に高い相関があり,その要素の値が大きくなり,

ゆえに係数推定値の分･散 ･共分散行列 ∑ 的 -62(X′X)~1の要素が大きな値を取るので,推定

された係数が不安定になるということである.25)

上の4式の Durbin-Watson値により,上述の統計的モデルの(6)の仮定をテス トできる｡

すなわち撹乱項の自己相関のテス トである｡ このテス トによると,(9),(10),および(12)式に対し

25)多重共線については Goldberger,EconomeriicTheory.pp.192-194を参照0
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て firstorderautocorrelationcoefficient,p-0の帰無仮設が,p>0に対して1%の有意水

準で acceptされたが,β<0に対してほ,テス ト結果は不安定になる｡ (1)式に対しては,2.5

%の有意水準で p<0とp>0の両方に対して,p-0が acceptされた｡丑6)

Ⅲの1)で仮定したように2番目の独立変数の係数は最初の変数のそれより大きいことが望

ましい｡ この仮定は(lCb式を除いて満たされている｡ また Cの係数は負の符号を持つと仮定し

たが,これは(9),(lC?式で満たされている｡

以上の諸点の検討により,タイ国の米生産関数としては(9)式を採用することに決定する｡(9)

式には固定資本サ-ビス,特に トラクターなどの投入が説明変数として含まれていないが,Ⅱの

1)および2)で述べたように, トラクタ-の投入の60年代における急増は主として米の作付

両横の増加をもたらしていると考えられ,その増加はかなりの部分最初の説明変数
(A-R)芸

またはAにすでに含まれていると考えられるから,その間題はかなりその重大性が減少する｡

Ⅳ 推定結果の経済的意味

タイ国の米生産関数を(9)式に決定 したが,この式により,タイ国の米の生産性を規定した諸

要因を検討することができる｡

第 1と第2の独立変数の係数は土地の限界生産力を表わしている｡ 二つの係数推定値を比べ

れば, 後者の濯概地域の限界生産力が 前者の非濯概地域の それの倍近い値を取る ことが分か

り,Ⅲの1)で述べたこれらの係数の大きさに関する仮定を満たす｡ これら係数推定値の意味

は,港翫地および非濯概地における収穫面積 R･H/A;(A-R)･H/A がそれぞれ1,000ha

追加的に増加すれば,もみの生産量はそれぞれ約3,014トンと1,615トン増加するということで

ある｡ 個々の説明変数のもみ生産-の貢献度または重要性を示すベータ係数を計算してみると,

擢慨地と非濯概地に関してはそれぞれ 0.6623と0.4428となり,前者の貢献度のほうがかなり

大きいことが分かる｡27)また濯慨地のベータ係数は Fl,Wl,W3およびCの同係数 (それぞ

れ0.3052,0.3042,0.1762,0.1192)よりかなり大きい値を取る｡ 以上の検討の結果,戦後の

タイ国における濯概地の増加は,もみの総生産および生産性の増加に最大の貢献を果たしたと

結論することができる｡

タイ国の濯瀧地の増加が米生産ないし生産性に及ぼす影響について,過去に二つの論文で検

討されているので,その結果と上記の結論とを比較してみよう｡ 田中拓男氏の1967年の 『アジ

ア経済』所収の論文では,land-augmentingの係数が1より小さく,非擢淑地が生産要素とし

て入っていないなど方法論上の問題は多少あるが,クロス ･セクション･データより推定され

た生産関数により,タイ国においては濃蘭の米生産-の影響がかなり大きく,耕地面積対濃蘭

26)このテストについては,Zbid.,pp.243-244を参照0

27)べ-タ係数については,Zbid.,pp.197-198を参照.
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地面積比率が低い時期ほどそれは大きいと結論している｡28)ゆえに,田中氏の論文の結論は,

筆者の結論とほぼ一致する｡

しかし,石川滋氏は1970年出版の著書の中で,1959-61年と1965-67年の両期間のタイ米の

生産量,作付面積,収穫両横,濯概面積の平均値を計算し,恒等式の展開の方法を用いてタイ

国の濯概が米生産に及ぼした影響を検討し,結論として60年代の米生産の増加は主として (約

67%)はha当 り生産高 (平均土地生産性) の上昇によって説明でき, 作付面積の増加は総生

産の増大の約33%を説明するにすぎないと述べ,さらにこの平均土地生産性の増加は大部分非

擢概地域で達成されたとしている｡29)すなわち土地生産性の上昇の要因分析で,同氏は濯概率

の増加と擢概地での ha当 り収量の増加とが,平均収量の増加をそれぞれ 16.1と10.8%説明す

るのみであるのに対し,非濯概地での収量増は73.1%説明するとしている｡30)以上で述べたご

とく,石川氏は60年代のタイでの総米生産の増大は主として非港概地での平均土地生産性の上

昇によってお り,催概地およびそこでの平均土地生産性の増大は小さな貢献しかしていないと

している｡ この結論は本稿の上記の結論とは正反対の位置を占める｡ しかし,この石川氏の結

論を導いた方法に大きな問題がある｡ 石川氏は上述のように, 2時点のみの米生産と濯慨に関

するデ-タを用い,因果関係を示す式ではなくて,恒等関係を示す式の展開により結論を導い

ている｡ しかし,このような方法によっては,輝概地率の増大や濯概地および非濯概地での土

地生産性の上昇の総米生産および土地生産性に及ぼす真の影響は計測できない｡

(9)式のFlの係数は, タイ国での肥料および農薬の限界生産性を示している｡ 推定された係

数値は肥料および農薬の輸入および国内生産 (Fl) が追加的に 100万 ドル増加すれば, もみが

64,000トン近 く増産されることを示している｡ Flのべ-タ係数は上述したように,0.3052であ

り,非擢瀧地のそれよりかなり小さいので,タイ国では,戦後の米生産の発展にとって,肥料

および農薬は非滞漸地における米の作付けの進展よりも少し低い貢献しか果たさなかったと言

える｡ この結果は,タイ国における米生産の中心である中央部で,雨季に採水になる場所が大

きな部分を占め,肥料や農薬の使用できる状況になく,実際に節問伸長性のある(浮き稲的な)

長幹の米が無肥料 ･無農薬で広く栽培されてきた事実と一致する｡ ただFlが正の限界生産性

と0.3強のべ-タ係数を持つのは, Flのデ-タ上に問題はあるが,採水地帯以外で60年代にな

って米作に肥料や農薬が使われだした結果であると説明することができる｡

Wl,W3,Cは, 米作-の自然環境要因 (WlとC)および水制御要因 (W3)であるが,そ

れ らの係数の符号は仮定と一致し,統計的有意性は非常に高い｡ゆえにタイ国の米生産-の自

然環境および水制御要因の影響は,これ らの変数によってかなり的確に説明されていると見る

28)田中拓男 ｢アジア農業の生産構造と異質的生産関数｣『アジア経済』 8巻11号,pp.49-63.

29)Shigerulshikawa,AgriculturalDevelopmentStrategiesinAsia,Tokyo:AsianDevelopmentBank,
1970,pp.7275.

30)laid.
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ことができる｡ ただ,これ らの変数は中央部にのみ係わったものであるから,中央部がタイ国

での米生産の最重要地域であるけれ ども,次に述べるそれ らの係数の経済的意味はある程度割

引いて評価 しなければならない｡ Ⅳ1は1950年から1957年までのアユタヤでの最高水位である

が,その推定された係数は,Ⅳ1が 10cm上昇すれば,もみ生産は約2.7万 トン増加することを

示している｡ ただmの3)のデータの検討の項で述べたように,Ⅳ1ほ上記期間中歴史的経験

的に知 られている豊作 レベルにある｡ また1958年以降は中央部における水制御の水準が上昇 し

ている｡ この2点から, (9)式により代表されるタイ国の米の生産関数は, 普通作ないし豊作

は説明できても,たぶん凶作は的確には説明できないだろうと考えられる｡ それを説明するた

めには自然環境要困の生産関数-の導入の仕方に,ダミ-変数的な考慮が必要となる｡ ところ

で, W lのベータ係数は上述のごとく, 0.3042とFlのそれとほぼ同水準でかなり大きく,経

験的に言われていたことを実証 している｡

プミボン･ダムによる水制御の影響を捉えるためのダミー変数 W3ほ, ダムが稼動しはじめ

た1963年か ら1の値を取る｡ この変数は,擢瀧面積の拡大による水制御水準の上昇に対し,大

ダムによる追加的な水制御の向上を代表するための推定された係数は,その影響がもみで年間

約68万 トンであることを示している｡ またCの推定された係数は,中央部での平均雨量指標が

10mm上昇すれば,もみの総生産量は約1.7トン減少することを示している｡ しか し,W3や C

のべ-タ係数は,それぞれ0.1762および-0.1192で上述 したその他の説明変数のべ-タ係数よ

りかな り小さく,ゆえにそれ らのもみの総生産に対する貢献度はあまり大きくないと考えられ

る｡

Ⅴ 結 論

Ⅳで述べたごとく,戦後のタイ国における米生産の発展に最大の貢献をなしたのは擢慨地域

の拡大であった｡プミボン･ダムによる水制御能力の向上は,総米生産の増大にさらに貢献し

た｡擢慨地域の拡大は(9)式に示されているごとく,そこにおける収穫面積の限界生産性が非濯

概地域のそれに比べ 2倍ほどであることから,主として平均土地生産性の上昇を通 じて米の総

生産の増大をもたらしたと考えられる｡ この平均土地生産性の上昇には,(9)式のFlの限界生産

性やかな りの値を持つベータ係数により, Ⅰの2)で述べたように肥料や農薬の1960年頃から

の投入の急増がかな り貢献したと考えられる｡ さらにタイ国のもみ総生産量の増大には,非擢

概地における収穫面積の拡大が第 2に重要であることは,そのベータ係数より明らかである｡

この拡大は Ⅱの1)および2)で述べたように,主として60年代における トラクターの耕作-

の使用の急増よりもた らされたと考えられる｡ 自然環境条件に関しては,1957年頃までの水制

御の水準がまだ低かった段階では,アユタヤの年間最高水位で示される自然河川による水供給

条件が,もみの総生産にかな り大きな影響を与えたが,1958年以降は水制御の水準が上昇 し,

518



辻井:伝統的米輸出国の農業生産性を規定する諸要因と緑の革命

自然環境条件はあまり大きな影響を持たなくなったと言える｡

以上の生産関数を使った分析結果か ら,タイ国においてほ,60年代における漕概面積の拡大

と肥料 ･農薬などの近代的生産要素の増投による平均土地生産性の上昇を主な要因とし, トラ

クターの耕作-の使用の急増による作付面積の増加を補助的な要因として,米の総生産の着実

な増大が生起 したと結論することができる｡ この総生産の増大は非常に急速であって,50年代

にはもみで700万 トン台に停滞していたのに対 し,60年代末には1,300万 トン台を越えている｡

かつ,この増大はフィリピンやインドネシアなどの場合と異な り, HYVを全 く伴わないで起

こっている｡ また,HYVの使用を米の増産政策の重点に しているこれ ら2国やインド,パキ

スタン,マレーシアなど伝統的米輸入国では,60年代後半に米生産の急増が起こっているのに

対 し,タイ国の場合は60年代を通 じ,着実に増大 している｡31)前者の60年代後半の米生産の急

増は, 1966年に発表された IRRIの最初の HYVであるIR8と, それ以降発表普及された多

くのHYVが大きな原因となっていると考えられる｡ この60年代後半の,HYVの普及を重要

な要素とする伝統的米輸入国の米生産の急増が一般に米における緑の革命と呼ばれている｡ し

か し筆者は,上述 したように,タイ国において60年代を通 じての米の平均土地生産性と総生産

量の着実でかつかなり急速な上昇が存在 したことに注 目したい｡これは伝統的米輸入国の緑の

革命と全 く異質のものであ り,筆者はこれを,HYVを伴わない (または "タイ式")緑の革命

と呼べるのではないかと考える｡

タイ国は伝統的米輸出国であり,その生産の重要な部分をチャオプラヤ河のデルタに依存し

ている｡ このデルタ的条件が,上述 したように短幹のHYVの作付けを不可能にしているので

ある｡ しかし,HYVを導入しなくても,米の総生産量や土地生産性の急速な上昇が起こり得

ることは,上述の "タイ式"緑の革命が示している｡ 東南アジアには,タイ国のように大デル

タに米生産の重要な部分を依存 し,伝統的米輸出国であったビルマやベ トナムが存在する｡ 両

国の米輸出はそれぞれ戦争と体制上の問題のため激減してお り,また両国の米生産の統計も,

タイ国のように60年代に急上昇を示 していないが,それ らの問題が解決された後に,農業特に

米生産の発展を考える時,タイ国の60年代の経験に学ぶところが多いのではないかと考えられ

る｡

最後に, 以上の分析に基づいて, タイ国の米に 関する農業政策に若干の検討を 加えてみよ

う｡ 米の国際市場は,他の国際的に取引きされる農産物のそれ と同様に,非常に不安定である｡

31)各国の米政策に関しては,各国の経済計画,例えばインドネシアの場合 RepublicofIndonesia,The
FirsIFive-YearDevelopmentPlan (1969/70J973/74),Vol,2A,Jakarta:Departmentof

lnformation,RepublicofIndonesia,pp.17-21.,または FAO,NationalRicePolicI'es,1970,FAO

CommodityPolicyStudies21,Rome:FÅooftheUnitedNations,1970を参照｡各国のもみ総生産
の推移についてはFAO,ProductionYearbook,の各年版およびFAO,ReportoftheSixieenihSession

oftheZntergovernmentalGrouponRicetolheCommiiieeonCommodityProblems,Rome:FÅo,

June,1972,p.26-iを参照｡
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特にその貿易価格の変動がその不安定性を如実に示 している｡ FAOが公表している米の国際

市場価格指数を例にとれば, 1957-59年を基準年次とした指数で, 1965年に105であったもの

が1967年および1968年にはそれぞれ141と147となり,その後す ぐに急落 して1971年 3月には88

という値を取った｡32)また,統計データは入手できないが,1972年の後半になって,世界的な

悪天候で農業生産が減少し, ソ連が小麦の凶作のため1,800万 トンという大量の小麦をアメリ

カその他か ら買い付けたことなどか ら小麦価格が急騰し,その影響で米の国際価格も急騰して

いると言われている｡ このような不安定な国際米市場に対 して,タイ国は60年代に上述 したよ

うに米の総生産量を着実に増大させ,年間100万 トン以上の米輸出を行なってきた｡ しかしこ

のような着実な生産の増加は,非常に不安定な米の国際市場のために米の国内需給上色々の問

題をひき起こしたと考えられる｡ 例えば,60年代の終 りか ら1970年にかけては,上述のように

米の貿易価格は67-68年のピークから暴落して低迷を続けたにもかかわらず,米輸出は低水準

であり米生産は60年代の着実な上昇のため高水準にあったため,タイ国は供給過剰の問題に直

面し,米輸出からの外貨収入も激減した｡タイ国政府は低い米の国際価格に対応し,米輸出を

少しでも増大させるため, 1971年 4月に100%と5%の良質米を除きライス ･プレミアムを廃

止 し,また米輸出促進のための使節を国外派遣 した りした｡33)しかし,上述 したように1972年

後半になって米の国際価格が急騰 したので,プレミアムを再び課すことが考慮されていると言

われている｡ これは多分,国際価格の急騰により輸出が急増 して,国内の米の供給が不足する

ことを恐れたためであろう｡ これ らの問題の発生の原因は,タイ国の60年代の米生産の上昇が

主として擢概面積の拡大という長期的かつ効果にラグを伴 う生産政策によってもたらされたの

に対して,米の国際市場の不安定はかなり短期的な現象であることである｡

タイ国としては,この間題に対処するため,第 1に長期的な政策としては同国の擢概計画の

進展の速度を国際市場条件に合わせて調節,国内の農業生産の多角化を進める｡ 第 2に米に関

する国際商品協定の成立のため外交努力をするなどの対策を構 じることが望ましい｡実際,港

概計画に関しては,米の供給過剰状態が厳 しい水準にあったと考えられる1971年に完成された

第3次経済社会発展計画 (1972-1976)で,

ThedevelopmentofagrlCultureandirrigationduringtheThirdPlan

periodwillbebaseduponthefollowingmainstrategies.

7. Accelerationofexistingirrigationdevelopmentprojects.Emphasis

willbegiventotheconstructionandmaintenanceofthewaterdistribution

32)FAOの米の国際市場価格については,FAO,FAORiceReport,1967,Rome:FÅo,1967,p.14 お

よび FAO,"RiceTradeIntelligence,"Rome:FAO,Vol.16,No.4,August,1972,p.1を参照｡
33)ライス･プレミアムの廃止については,BankofThailand,"MonthlyBulletin."Vol.ll,No.5,May,

1971,p.12を参照｡
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systems. New irrigation projectswillbe constructed butslowlyandin

accordancewithfuturedemand,34)

と述べられてお り,上記の第 1の対策が実施される計画である｡

しかし長期的な政策だけでは,短期的に非常に不安定な米の国際市場に十分対処することは

できない｡何 らかの短期的政策が必要である｡ この場合作付け面積の政府による管理のような

供給政策と,米輸出の政府管理により国際市場の不安定性からの国内米市場の分離安定化とい

う需要側の政策との二つの方法が考えられる｡ 前者はタイ国では行政的に不可能であろう｡ 後

者では,直接の輸出制限による方法とか,戦後継続 して行なわれてきた輸出税 (ライス ･プレ

ミアム)による方法が考えられる｡ 筆者は,すでに制度的に確立されている,ライス ･プレミ

アムによる方法を少し改善 したものが適当であろうと考える｡

今 日までに,多 くの研究者によりライス ･プレミアムの研究がなされ,それ らの研究者のほ

とんどすべてがライス ･プレミアムは廃止されるべきだと結論 している｡35)彼 らは,タイ米の

国際需要は価格に対し非常に弾力的であ り,タイ国内の米市場も競争的であるとし,プレミア

ムが廃止されれば,国内米価格がプレミアム分ほど上昇 し,プレミアムによる米生産農民から

主として都市生活者である米を作 らない人々-の多額の所得移転が消滅し,農民の所得が上昇

し,米生産が増えるが,米の輸出価格はほとんど下が らずかつ米輸出が増加し,外貨収入が増え

ると主張する｡ しかし,彼 らの最初の仮定の,タイ米に対する国際需要の非常に高い弾力性は

実際には満たされない｡タイ米の輸出は戦後全世界の米貿易量の15-30%ほどのシェアーを持

っていた｡このシェアーほ非常に大きいので,タイ国を完全競争市場の-供給者とみなすこと

はできない｡また,筆者の連立方程式モデルによるシミュレーションの方法を使った研究では

34)NEDB,RoyalThaiGovernment,ThirdNationalEconomicandSocialDevelopmentPlan,Chapter

l,Summary,Bangkok:NEDB,Octリ1971,p.18.

35)ライス･プレミアムに関する研究や提言については次の資料を参照 :ライス･プレミアム政策支持の意
見としてはInternationalBankforReconstructionandDevelopment,APublicDevelopmentProg･

ramforThailand,Baltimore:JohnsHopkinsPress,1959,pp.68-69;反対意見としてほ Chaiyong

Chuchartand Sopin Tongpan,The Deierminaiion and Analysisof Policisto Su♪boriand

SlabilizeAgriculturalPricesandIncomesoflheThaiFarmers(WithSpecialReferencetoRice

Premium),Bangkok:LandDevelopment,Min.ofNat.Dev.,DepartmentofAir.Econ.,Kasetsart

Univ.,SEATO,May,1965,especiallypp.56-57;T.H.Silcock(ed.),Thailand:SocialandEconomic

StudiesinDevelopment,Canberra:AustralianNationalUniversityPress,1967,Chapters9and10;

SuraSanittanont,Thaildnd'sRiceExborlTax:ItsEj:fecisontheRiceEconomy,aPh.D.thesis

subnlittedtotheUniversityofWisconsin,Bangkok:NationalInstituteofDevelopmentAdmin･

istration,1967;PhairachKrisanamis.PaddyPriceMovementsandTheirEjfeciontheEconomic
Siiuation of FarmsinikeCentralPlainofThailand,aPh.D.thesissubmittedtoIndiana

University,Bangkok:NationallnstituteofDevelopmentAdministration,June,1967,pp.20-24･,

J.R.Behrman,SupplyResponsein UnderdevelopedAgriculture:ACaseStudyofFourMajor

AnnualCropsinThailand,1937-1963,Amsterdam:North-HollandPublishingCompany,1968,
pp.10-13andp.337;ライス･プレミ7ム論争の簡潔なまとめとしては Ingram,EconomicChange

inThailand,1850-1970,pp.87-92andpp.243-261.
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variables

time
references

units
t=

0 R

calendar
year

paddy ∃

壬;onoso ∃1･000ha

1948

1949

1950

1951

1952
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1956
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1960
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1968

1969
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SOurCeS
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749.60
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1264.64

1383.20
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二三 ::≡

11559. 1675.84

Table TheStatisticalData

A

CrOp
year

t/t十1
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6997.1
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6023.7
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5921.3
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:三06:74: :;52…:36㌢ ≡;;;:≡

1 1

11190･ ; 1812･16
1

13410. :

13270.

Min.of
Agr.&
NSO
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calendar
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millions
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Dollars
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0.28
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0.93
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,6.55

8.78

ll.32

ll.28
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°ept.of
Customs
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Notes:1.Thebar- indicatesthatthedetaarenotavailablefortheyearconcerned.
2.Theasterisk*indicatespreliminaryestimates.
3.Theblankcellsindicatethattherelevantvariabletakesthevalueofzeroforthe

yearconcernedintheeconometricanalystsOfthispaper.
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プレミアムを下げると,タイ米の輸出価格が低下し,それにつれて輸出量が増加するという結

果になる.36)したがって米の輸出金額は少ししか増加しない｡この結果は,タイ国がかなり非

弾力的な (-1に近い)タイ米に対する世界需要曲線に対面していることを示している｡ ゆえ

に筆者は,上述の研究者達の主張とは逆に,戦後のライス ･プレミアム政策は政府収入を増し

かつ国際米市場の極端な不安定か ら国内市場を分離し国内米価格を低水準に保つとともに,若

干安定させたことなどか ら,むしろ利益のほ うが多かったと結論する｡ もちろんこの政策の運

用には,プレミアムの変更がその目的を達成するために十分なだけの頻度とタイ ミングで行な

われなかったことや,プレミアム金額が所得分配の点から十分再検討されねばならないなどい

ろいろ問題があった｡37)しかし, これ らの問題点が解決され,プレミアムが適切に運用されれ

ば,ライス ･プレミアム政策は,その有効性が事実として明らかなのであるから,上述の短期

における国内供給と国内および世界需要の調節のために非常に適切な政策になろう｡

36)HiroshiTsujii,AnEconomeiricStudyofEjfectsofNationalRicePoliciesandGreenRevolution
on NationalRice Economiesand InternationalTradeof Riceamong LessDevelol)ed and

Develobed Countries- WithSpecialReferencetoThailand,Indonesia,Japan,andikeUnited

States-,aPh.D.thesissubmittedtotheUniversityofIllinois,section5.2.1参照.

37)プレミアムの変更頻度の少なさについては,例えば Ingrarn,EconomicChangeinThailand1850-
1970,pp.243-247を参照O
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